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横浜市の保育・教育施設等における「暑さ対策」ガイドライン 
 
 気候の変動等により、夏の暑さが大変厳しくなっています。また、暑いと感じる期間も、長くなって

います。保育・教育施設においても「暑さ対策」に取り組み、子どもたちの健康を守りましょう。 

 本ガイドライン等を参考にして、各保育・教育施設でマニュアル等を作成するなど、対策に取り組ん

でいただきますよう、お願いいたします。 

 

〇気温・湿度を測りましょう                                

 室内や戸外の温度は場所によって違いがあります。温度計・湿度計を使用して、実際の温度や湿度を

知りましょう。エアコンの設定温度が、必ずしも室内の温度になるとは限りません。子どもたちの過ご

す場所の温度を測り、実際の温度に応じて設定温度を下げます。 
 
 

エアコンの設定温度は、場所によって実際の温度とは違うことがあります。 

子どもの遊ぶ場所、子どもの高さで実測します。 
 
 

 また、戸外では、子どもが遊ぶ場所の地表近くの温度を継続して計測します。日向や日陰、時間帯に

よって変化する様子を把握し、暑くなった場合の対策を決めておきます。 
 
 

暑さ指数（１）が高い場合は、「戸外遊び」や「プール遊び等」を中止します。  

 

 

 

 

 
 

◎横浜市では、「横浜市防災情報」で、暑さ指数について当日と翌日予報を掲載しています。 

熱中症指数が「原則運動禁止」に達した際には、横浜市防災情報Ｅメールで配信もしています。 

「横浜市防災情報Ｅメール」で検索して、登録してください。 

 

【参考】日常生活に関する指数（大人の場合）→ 子どもにはこれに「マイナス５℃」して考えるのが安全で

す 

暑さ指数 

（ＷＢＧＴ） 
注意すべき生活活動の目安 注意事項 

危険 

（31℃以上） 
すべての生活活動でおこる危険性 

高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。 

外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。 

厳重警戒 

（28～31℃※） 
外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。 

警戒 

（25～28℃※） 

中等度以上の生活活動でおこる 

危険性 

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休息を取り入れ

る。 

注意 

（25℃未満） 
強い生活活動でおこる危険性 

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時には発生する危

険性がある。 

※（28～31℃）及び（25～28℃）については、それぞれ28℃以上31℃未満、25℃以上28℃未満を示します。 

  日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針Ver．３」（2013）より 

 

（１）＜暑さ指数（WBGT）とは＞ 

人体と外気とのやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい①湿度、

②日射・輻射（ふくしゃ）など周辺の熱環境、③気温の３つを取り入れた指標です。単位は気温と同じ

摂氏度（℃）で示されますが、その値は気温とは異なります。 
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【参考】運動に関する指針（大人の場合）→ こちらも、子どもには「マイナス５℃」して考えましょう 

気温 

（参考） 

暑さ指数 

（WBGT） 
熱中症予防運動指針 

35℃以上 31℃以上 運動は原則中止 WBGT31℃以上では、特別の場合以外は運動を中止する。特に子どもの場合は中止すべき。 

31～35℃ 28～31℃ 
厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など体温が上昇しや

すい運動は避ける。運動する場合には、頻繁に休息を取り水分・塩分の補給を行う。激し

い運動では30分おきくらいに休息をとる。 

28～31℃ 25～28℃ 
警戒 

（積極的に休息） 

WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すので、積極的に休息を取り適宜、水分・塩分を補

給する。激しい運動では、30分おきくらいに休息をとる。 

24～28℃ 21～25℃ 
注意 

（積極的に水分補給） 

WBGT21℃以上では、熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。 

24℃未満 21℃未満 
ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

WBGT21℃未満では、通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要である。 

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意。 

（公財）日本体育協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2013）より 

 

〇直射日光をやわらげましょう                               

 暑さは場所によって大きく異なります。また、風通しの良さも体感温度に大きく影響します。日除け

ネットなどを使って日陰を作ったり、風の通り道を考慮したりするなど、体感温度も低下させるように

工夫をしましょう。 
 

遮光ネットが張ってあっても、温度は上がります。「日陰だから大丈夫」と思いこま

ず、必ず実測します。 
 

 子どもは体温調節機能が未発達で十分に放熱できず、厳しい暑さのなかでは体温が上昇しやすくなり

ます。また、体内の水分量が絶対的に少ないため、脱水にもなりやすいのです。特に、乳幼児やベビー

カーに乗った赤ちゃんは、高温の路面からの輻射熱を受けやすいため、注意が必要です。 

 

〇こまめに水分を補給しましょう                              

 暑い日には、身体の活動強度にかかわらずこまめに水分を補給しましょう。 

 また、人間は、軽い脱水症状のときにはのどの渇きを感じないそうです。そこで、のどが渇く前、あ

るいは暑い場所に行く前から水分を補給しておくことが大切です。 

 

   こまめに、そして、のどが渇く前に水分補給ができるように留意します。 

 
 
〇熱中症対策を講じましょう                                

熱中症は生命にかかわる病気ですが、予防法を知っていれば防ぐことができます。日常生活における

予防は脱水と体温の上昇を抑えることが基本です。日常生活では、からだ（体調、暑さへの慣れ等）へ

の配慮と行動の工夫（暑さを避ける、活動の強さ、活動の時期と持続時間）、および環境と衣服の工夫が

必要です。熱中症発生時の連絡先、対処フォローを作っておきましょう。 

 
＜参考＞◎熱中症予防情報サイト（環境省） 

各観測地点の暑さ指数(WBGT)の実況と予測、暑さ指数の説明など、熱中症予防の情報。 

「熱中症予防情報サイト」で検索 

◎保育の安全研究・教育センター「暑さ、熱中症」 

「保育の安全」で検索→「安全に関するトピックス」→「8-2. 暑さ、熱中症」 
 

（参考文献：「まちなかの暑さ対策ガイドライン（改定版）」（環境省 平成30年３月） 
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